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2022年度 第 47回 全道シニア４０サッカー大会 
兼 ＪＦＡ 第 10回 全日本Ｏ-４０サッカー大会 北海道予選 

【 開 催 要 項 】 
 

1 主 旨  こよなく愛するサッカー競技を通じ、北海道のシニア年代の活性化に努め、北海道

サッカーの発展に寄与すると共に、生涯スポーツの振興に資することを目的とする。 

2 名 称  2022年度 第 47回 全道シニア４０サッカー大会 

兼 JFA 第 10回 全日本 O-４０サッカー大会 北海道予選 

3 主 催  公益財団法人北海道サッカー協会、北海道シニアサッカー連盟 

4 主 管  苫小牧地区サッカー協会 

5 期 日  2022年 7月 16日（土）・17日（日）・18日（月祝） 

6 会 場  苫小牧市緑ケ丘公園サッカー場(天然芝 1面・人工芝 1面) 

7 参 加 資 格  ⑴  １９８３年（昭和５８年４月１日）までに生まれた選手であること。そして本年度

（公財）日本サッカー協会のシニア種登録選手により、構成されたシニア種登

録チームとする（準加盟チームを含む）。 

   ⑵  本年度、北海道シニアサッカー連盟に加盟しているチームとする。 

8 参加チーム数  ⑴ 北海道シニアサッカー連盟が定めた出場枠（前年度当該シニア種登録チーム

数による比例配分）を基準に、各地区より選出された１３チームと開催地枠１チ

ーム、そしてＨＫＦＡシニア委員会とシニア連盟で承認された普及枠２チームの

計１６チームとする。 

   ⑵ 参加チームについては、前年度のシニア種登録チームを対象とする。 

   ⑶ 各ブロックの出場チームについては２０２２年５月２７日（金）迄に決定のこと。

決定後の辞退は原則として認められない。 

    ・札幌・道央ブロック 

・道南ブロック 

・道北ブロック 

・道東ブロック 

・普及枠 

・開催地 

５枠 ・・・札幌・小樽・千歳・空知・北空知地区 

２枠 ・・・函館・室蘭・苫小牧地区 

１枠 ・・・旭川・道北・宗谷地区 

５枠 ・・・十勝・釧路・オホーツク・根室地区 

２枠 ・・・道央ブロック・道東ブロック 

１枠 ・・・道南地区 

9 競 技 規 則  ⑴ 本年度（公財）日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則」による。 

   ⑵ 競技者の数 

・１１名（うち１名を GK）とし、７人未満となった場合は試合を不成立とする。 

・交代要員の数：１４名以内  

・交代を行うことができる数：再交代を適用する    

 （一度退いた競技者も再び出場でき、何回でも交代可能とする）  

・役員の数：５名以内 

   ⑶ チームは同じブロック内の出場できないチームから３名補強できる。ただし、北

海道シニアサッカー連盟に加盟するチームのシニア種登録選手とする。 

   ⑷ 負傷した競技者を確かめる為に入場を許される人員の数は２名までとする。 

   ⑸ ボールは５号球を使用し、空気圧はメーカー指定とする。 

10 懲 罰  ⑴ この大会は全国大会の予選会を兼ねるので、懲罰規程上同一競技会とみな

し、本予選会終了時点での退場・退席による未消化の出場停止処分は本大会

によって順次消化する。ただし、警告の累積によるものを除く。 

   ⑵  本大会は、（公財）日本サッカー協会が定める懲罰規程に基づき、本大会に係

る懲罰問題を処理するため、大会規律委員会を設置する。 

   ⑶ 大会規律委員会の委員長は競技委員長とし、委員については委員長が決定

する。 

   ⑷ 大会期間中に警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場できない。 
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   ⑸ 本大会において退場を命じられた選手は、自動的に次の１試合に出場できな

い。それ以降の処置については大会規律委員会において決定する。 

   ⑹ 本大会終了時点で未消化となる出場停止処分は、当該チームが出場する直

近の公式試合にて消化する。ただし、警告の累積によるものを除く。 

   ⑺ 棄権試合、不正等が発見・確認された場合は０対５とし、その後の処置につい

ては、大会規律委員会で決定する。また、本開催要項に記載事項のない懲罰

に関する事項については大会規律委員会で決定する。 

11 競 技 方 法  ⑴ １６チームを４グループに分けて予選リーグ戦を行い、１位の４チームが決勝ト

ーナメントに進出し順位を決定する。但し、状況により変更する場合がある。 

   ⑵ 1st ラウンドは、勝ち３点、引分け１点、負け０点により、勝ち点の多い順に順位

を決定する。なお、勝ち点が同一の場合は以下の項目に従い順位を決定す

る。 

Ⅰ 全試合の得失点差（総得点－総失点） 

Ⅱ 全試合の総得点 

Ⅲ 当該チーム同士の対戦成績（勝敗） 

Ⅳ 下記に基づくポイント合計がより少ないチーム 

   ①警告１回  １ポイント 

   ②警告２回による退場１回 ３ポイント  

   ③退場１回  ３ポイント 

   ④警告１回に続く退場１回 ４ポイント 

Ⅴ コイントス 

   ⑶ 試合時間は５０分（２５分ハーフ休憩５分間） 

   ⑷ 決勝トーナメントで勝敗が決しない場合は、ペナルティーキック方式により次戦

に進出するチームを決定する。但し、決勝戦で勝敗が決しない場合は１０分（５

分ハーフ）の延長戦を行い、決しない場合はペナルティーキック方式により勝

敗を決定する。なお、全国大会出場枠が２チームの年度は準決勝で延長戦を

行い決勝戦では行なわない。 

12 参 加 申 込 

参 加 料 

 ⑴ 参加申込書の登録選手数は２５名までとする。登録選手以外の出場は認めな

い。 

   ⑵ 申込締切日 2022年 6月 17日（金）17時必着  

   ⑶  大会参加料 ２７,０００円（税込み）・・・下記④の指定口座まで納入。 

   ⑷ 参加するチームは申込用紙で必ず所属する地区サッカー協会へ E メールにて

送付する事。 

   ⑸ 申込を受けた各地区サッカー協会は期日までに下記①②③まで申込手続きを

行うこと。 

①（公財）北海道サッカー協会 

〒０６２-０９１２ 札幌市豊平区水車町５丁目５－４１ 

北海道フットボールセンター 

TEL：０１１-８２５-１１００  FAX：０１１-８２５-１１０１  

●参加申込書 

●プライバシーポリシー同意書 

②苫小牧地区サッカー協会   

 〒053-0022 苫小牧市表町 3-1-12 第 2CKビル 4F 

Ｅメール: tomakomai-fa@sunny.ocn.ne.jp  

TEL : ０１４４-８２-９５６１ FAX： ０１４４-８２-９５６２ 

  ○参加申込書  １部 

③北海道シニアサッカー連盟 事務局長 伊東美智子 

  Ｅメール： smrs-ito@taupe.plala.or.jp 

  TEL： ０９０-３７７８-４７０６  FAX： ０１１-７７８-９７６１ 

  ○参加申込書 １部 
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④大会参加料振込先 

入 金 先：苫小牧信用金庫 市役所出張所   

口座番号：普通 １００２８８６ 

口 座 名： 苫小牧地区サッカー協会 会長 戸村 真規 

13 組 合 せ  ⑴ （公財）北海道サッカー協会において厳正なる抽選を行う。 

   ⑵ 組合せ結果は（公財）北海道サッカー協会 HP「大会情報→シニア」で確認する

事。https://www.hfa-dream.or.jp 

   ⑶ 前年度の優勝及び準優勝チームが出場した場合はブロックシードする。 

   ⑷ 同じ地区より、２チーム以上出場しているチームはブロック分けとする。 

14 帯同審判員  ⑴ 参加チームは JFA 公認サッカー審判員（３級以上）１名の帯同を義務付ける。

審判員の氏名・資格・連絡先を参加申込書に記入。大会当日は審判証を提示

する事。 

   ⑵ 帯同審判員は要請を受けた大会期間中の審判業務に当るものとする。 

   ⑶ 帯同審判員は選手・監督を兼ねることができるが、全てにおいて審判業務を優

先すること。審判不帯同については基本的に認めない。 

15 選 手 登 録 

変 更 

 選手の登録変更は 2022年 7月 1日（金）17時までに所定の変更届で、地区協会を

通して E メールにて 12.①②③に届けること。それ以降の選手登録変更及び背番号

の変更は原則として認めない。 

16 ユニフォーム

及び選手の

用 具 

 ⑴ フィールドプレーヤー及びゴールキーパーは、本競技会に登録した各々正・副

２組のユニフォーム（シャツ、ショーツ及びソックス）を試合会場に持参し、いず

れかを着用しなければならない。 

 （運用緩和は

行 わ な い ） 

 ⑵ 正・副の 2色については明確に異なる色とする。 

 

 

 ⑶ 主審は、対戦するチー ムのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたい

と判断したときは、両チームの立ち会いのもとに、その試合において着用する

ユニフォームを決定する。 

   ⑷ 前項の場合、主審は、両チームの各２組のユニフォームのうちから、シャツ、シ

ョーツ及びソックスのそれぞれについて、判別しやすい組み合わせを決定する

ことができる。 

17 監 督 会 議  コロナ感染対策のため執り行わない。 

18 開 会 式  コロナ感染対策のため執り行わない。 

19 閉 会 式  期日： 2022年 7月 18日（月祝）決勝戦終了後に行う。 

会場： 決勝戦会場 

20 表 彰  優勝チームには優勝カップと賞状。準優勝チームには賞状を授与する。 

21 負 傷 及 び 

事故の責任 

 大会期間中の負傷及び事故の責任は当該チームが負うものとする。また、医師及

び救急用品の準備は各チームの責任において行うこと。 

22 そ の 他  ⑴  本競技会は大会期間を通じて感染対策担当者を設置する。選手・チーム役員・

審判員・大会運営等関係者・引率保護者・観客など会場にいる全ての者は、感

染対策担当者の判断・指示等に従わなければならない。また、試合前に、各チ

ームの感染対策担当者とミーティングを実施する。 

   ⑵  登録選手は（公財）日本サッカー協会発行の選手証を持参すること。但し、写

真貼付により、顔の認識ができるものであること。 ※選手証とは WEB 登録シ

ステム「KICKOFF」から出力した選手証・登録選手一覧を印刷したもの、または

パソコンやスマートフォンの画面に表示したものを示す。選手証が確認できな

い場合は試合に出場できない。 

   ⑶  本大会要項に規定のない事項が発生した場合については、北海道シニアサッ

カー連盟において協議の上決定する。 

   ⑷ 帯同審判員は帯同審判会議を行う場合は、必ず出席すること。時間は後日連

絡する。 

   ⑸ 参加選手は自己責任のもと健康状態には特に注意し、事前に医師の診断を受

け、試合出場に支障のないことを確認のうえ、出場すること。 

https://www.hfa-dream.or.jp/
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   ⑹ 大会参加にあたって、各チームは大会参加前にスポーツ傷害保険等の加入手

続きを済ませること。 

   ⑺ 荒天・震災・雷等、不測の事態が発生した場合は当運営委員会において協議

のうえ対処する。中断・中止・延期することがあることを留意すること。 

   ⑻ 

 

眼鏡：プラスティックまたは、類似の素材でできた最近のスポーツメガネ以外は

認めない。さらにフレームレス及び脱落する可能性があると審判が判断した眼

鏡は認めない。 

   ⑼ 宿泊の斡旋は行わない。弁当等の斡旋については主管地区協会より別途案

内する。 

   ⑽ JFA 第 10回 全日本 O-４０サッカー大会 北海道代表について 

本大会の優勝・準優勝チームを JFA 第 10 回 全日本 O-４０サッカー大会 北

海道代表とする。  

 


